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プリント回路メーカー૯ཡ2021年౓൛

　᷂໺ాεΫリーン
〒485-0821.愛知県小牧市大字本庄字大坪415.Tel.0568-79-0222
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ʲϓϦϯト഑ઢ板ച্ൺ ໿r��ˋ
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　スクリーン印刷技術によるプリント基板の穴
埋め加工業が主力。フラットプラグ加工は、光・
熱併用硬化型樹脂をスクリーン印刷法でスルー
ホールに充填し、露光処理で硬化した後表面を
平滑研磨する同社が世界で初めて確立した基板
スルーホールの永久穴埋め工法。2チャンバー
式真空印刷機による高難度の加工が得意で、小
径穴（0.10mm以下）と高アスペクト仕様（～
40）に対応可能。半導体パッケージ基板を中心
に、多くの基板メーカーの加工を手がける。20
年～21年4月期にかけては、パッケージ基板の
安定的な受注に加え、モジュール基板・高多層基
板・産業機器用基板の拡大政策が奏功し、増収傾
向となっている。需要増加を見据えて実施して

きた本社工場の生産設備や生産人員の増強も予
定通りで、19年度比20～30％程度の能力増を
見込む。その他、穴埋め専業メーカーの強みを
生かし、加工可能スペックの拡大や新工法の開
発にも継続的に取り組んでいる。海外は中国広
東省の広州野田電子、江蘇省の昆山野拓電子、台
湾桃園市に17年に設立した台湾野田科技の3拠
点体制で、現地基板メーカー向けに加工業を展
開している。5G需要を背景とした通信系厚板基
板やLED薄板基板の加工で差別化を図っており、
大口顧客獲得による更なる成長を目指している。
広州野田電子は広東野田電子へ社名を変更し、
22年4月期に中国広東省内で移転する計画であ
る。

　᷂ϊリλέカンύχーリϛςυ
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　セラミック事業部で厚膜回路基板事業を展開。
厚膜回路基板はアルミナ基材に印刷方式で回路
をパターンニングし、配線材料によってAg系と
Cu系に大別できる。耐熱性、信頼性、耐振動性
に優れ、小型化が可能。構造は単層、部分多層、
スルーホール、多層の4種がある。ECUやパワー
ウインドウなど自動車の制御部品用が90％で、
残りは医療、工業用圧力センサー、特殊用途の
LED照明など。生産拠点は松阪工場とインドネ
シアに加え、複数の協力工場がある。近年はイ
ンドネシアへの生産移管を進め、松阪工場はマ
ザー拠点として、新製品の開発、試作・評価機能
を担当している。開発面では、LED用厚膜多層
基板の開発が開発ステージから量産立ち上げに

進捗している。そのほか、放熱・硫化対策に注力
している。放熱対策ではヒートシンク付き積層
基板、窒化アルミ基板、窒化ケイ素基板などの開
発を推進。ヒートシンク付き積層基板について
は日本特殊陶業と共同で開発を進め、熱伝導率
は170W/（m・K）（金属ベース）を実現した。窒
化アルミ基板はNEDOプロジェクトでファイン
セラミックス技術研究組合と共同で開発。熱伝
導率は170～200W/（m・K）を実現した。硫化
対策では独自の無鉛銅導体を用いた基板を開発。
無電解金めっきにも対応できる。
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担う新工場であり、2020年12月から本格稼働

を開始した。操業開始後5年以内に売上高100

億円を目指す。なお、孝感新工場竣工に伴い、

襄陽工場の機能は集約する。

　今回竣工した「湖北加賀電子有限公司 孝感工

場」の所在地は、中華人民共和国湖北省孝感市

孝漢大道懐仁路168。延べ床面積は約8000m2

で、従業員数は300人（最大500人）である。同

社では14年から同省襄陽工場で車載関連向け

生産を行ってきたが、顧客からの需要が旺盛な

ことから、今回の新工場建設に踏み切った。

　孝感市は、自動車関連の製造業が多く集積す

る武漢市に隣接しており、既存顧客とより緊密

な関係構築が図れるとともに、新規顧客開拓に

おいても最適な立地にある。今回の新工場竣工

により、既存顧客への生産に加え、中国ローカ

ル企業からの新規受注獲得も視野に入れてい

く。

　同社ではEMS事業を成長ドライバーに位置

づけており、これまで中国、ASEANを中心に

拠点網を展開し、ここ数年は工場建設や企業買

収に精力的に取り組んでいる。現在では10カ

国22カ所に直営のEMS工場を有している。

EMS売上高1000億円へ、.
新型コロナの影響は限定的

　2020年3月期年間のEMS（電子機器の製造

受託サービス）事業の売上高が前年度比4％増

の933億円を計上した。

　海外展開は、現在10カ国20地点に展開する。

新たにインドやトルコでも製造拠点を開設して

おり、今後は従来手薄であった欧米企業との取

引拡大も目指す。グローバルでの顧客ニーズに

迅速かつ柔軟な対応シフトを推進中。また、米

国内EMSで成果、車載・医療で受注

　加賀電子㈱は、19年10月にグループ会社化

した加賀EMS十和田の新規顧客開拓に精力的

に取り組んでいるが、様々な成果が出てきた。

車載、OA機器、医療機器関連などで具体的な

受注案件が相次ぐ。

　加賀電子のEMS事業部との協業では、20年

7月から日系ティア1向け電装基板の量産を開

始したほか、21年11月からの量産受注も獲得。

また、「日系大手電機メーカーから認定工場の

資格を獲得したので、今後取引拡大の予定」（門

良一社長）と力強く語る。

　さらに、十和田パイオニア時代から医療機器

の製造ライセンスを取得していたことから、日

系医療機器メーカーから2件を受注している。

具体的には20年12月から日系医療機器メー

カー向けセンサーの製造受託、また22年5月か

らは日系医療機器メーカー向けユニットの製造

受託を開始する。

　EMSマザー工場として、EMSビジネスにお

けるものづくり力強化への取り組みも着々と実

行している。自社開発の生産ITツール（管理ソ

フト、設備）をグループ内の生産拠点へ展開し

たり、生産に関する標準化ノウハウの共有、海

外生産拠点への支援、海外赴任人材の展開、品

質管理・生産技術人材の育成加速、ものづくり

視点でのIT推進などが進められている。

湖北省に新工場、車載EMS強化

　加賀電子㈱は、約3億円を投じ、中国内陸部

におけるEMS事業の生産能力増強のため、湖

北省孝感市に新工場を竣工した。自動車関連、

産業機器などの基板実装およびユニット生産を

Ճլి᷂ࢠ
〒101-8629.東京都千代田区神田松永町20.Tel.03-5657-0111

【URL】https://www.taxan.co.jp/jp/
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た、メモリーはフラッシュメモリー向けではす

でに実績を上げており、今後はDRAM分野に

もこれを広げていく。具体的には、microSDや

eMMC（embedded Multi Media Card）などメ

モリーパッケージのソルダーレジスト（SR）材

料としての提案も強化。従来の感光性SR材料

を置き換えるかたちで、パッケージの低背化や

反り低減に貢献できるという。

　生産においては従来、静岡と宇都宮の2拠点

体制であったが、量産対応は宇都宮工場に集約。

加えて、宇都宮工場で持つR2R（Reel to Reel）

ラインを最大限に活用することで、コスト競争

力を高めていく。

牽引役と期待する多層材

　同社の銅張積層板（CCL）を中心とするプリ

ント配線板材料事業は、多層材料の強化・拡大

が大きなテーマとなっている。紙フェノール

やCEM-3など幅広い製品群を展開する同社は、

その分、競合他社と比較して、多層材比率が低

い。ここ数年、継続的に新製品群を発表し、ラ

インアップを拡充している。

　注力分野の1つは、車載用基板である。車載

基板は、同社のCCL売り上げ全体の3～4割

を占めており、主力アプリケーションの1つと

なっている。今後も、国内に生産が残る分野と

して期待している。

　自動車生産台数の増加に加え、エレクトロニ

クス化の進展で、車載基板市場は拡大を続けて

いる。人命に関わる重要な部分も電子化が進み、

従来以上に高い品質が要求されている。高い信

頼性とファイン化要求に対応し、さらなる成長

を狙う。車載市場での評価は、同社の生産技術

力を証明するものであり、また、ここで培った

CCLは高付加価値推進

　同社のプリント配線板材料事業は紙フェノー

ルからCEM-3、FR-5ベースの多層材料まで幅

広く展開している。これら既存事業は薄型テレ

ビなどの民生機器向けが市況低迷の影響で売り

上げが減少しているものの、近年は半導体パッ

ケージ基板材料「LαZ」を中心に、高付加価値

戦略へのシフトを進めている。

　LαZは、2003年ごろから開発を進めていた

戦略製品で、09年度から少量ではあるが、量産

展開を行っていた。通常、薄型化を図ると熱に

よって反りの問題がより顕著となり、薄型基板

向け材料のボトルネックとされていた。これ

に対し、同製品はコア層が100μm以下と薄型

化が図られていても、熱膨張係数が低いコンポ

ジット材料との組み合わせ、レジンシステムで

の耐熱性向上により、従来に比べて反りの問題

が大きく改善されている。

組織変更、封止材などと一元管理

　LαZに関しては収益改善が大きなテーマと

なっている。LαZは従来独立した事業部とし

て運営していたが、18年1月に半導体封止材や

バッファーコートとともに情報通信材料営業本

部として一元管理。他の半導体材料と同じ組織

で事業展開を図ることで、高度化する要求にワ

ンストップソリューションで対応していく。

　具体的な施策として、LαZが持つ低CTEや

高剛性などの特徴を生かし、従来の事業領域で

あったAPに加え、メモリーや極薄メーン基板

など裾野の拡大を図っていく。AP向けでは現

在、中華圏顧客に対してコアレス基板用のプリ

プレグとしての評価が進んでいるという。ま

ॅ༑ϕーΫϥΠト᷂
〒140-0002.東京都品川区東品川2-5-8.Tel.03-5462-4111

【URL】https://www.sumibe.co.jp/
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